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仏
紙
ス
ト
休
刊
根
深
い
対
立

記
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
で
新
聞
が
発
行
さ
れ
な
い

１
－
。

日
本
で
は

考
え
に
く
い
出
来
事
が
仏
紙
ル
モ
ン
ド
で
起
き
た
。
発
端
は
経
営
陣

が
示
し
た
リ
ス
ト
ラ
案
だ
が
、
経
営
の
安
定
と
報
道
の
独
立
を
め
ぐ

る
同
紙
の
長
年
に
わ
た
る
労
使
対
立
が
背
景
に
あ
る
。
・

（
パ
リ
ー１
国
末
憲
人
）

ル
モ
ン
ド
紙
は
４４
年
の
創
刊
以

来
、

自
杜
の
理
由
に
よ
る
ス
ト
で

休
刊
し
た
こ
と
は
な
い
。

そ
れ
が

１４

日
と

１７

日
、

１
週

間
に

２

度
も

休
刊
す
る
異
常
事
態
に
陥
っ
た
。

２
度
目
の
ス
ト
を
打
っ
た
１７
日

午
前
、

編
集
局
に
人
影
は
ま
ば
ら

だ
っ
た
。

タ
刊
紙
の
ル
モ
ン
ド
の

締
め
切
り
は
午
前
１０
時
半

」^
ろ

で
、

い
つ
も
な
ら
殺
気
立
っ
て
い

る
時
間
帯
だ
。

ち
ら
ほ
ら
と
出
杜

し
た
杜
員
が
手
が
け
て
い
た
の
は

１８
日
発
行
紙
面
の
準
備
だ
っ
た
。

午
後
に
は
杜
員
が
一
斉
に
杜
屋

前

に

集
ま

り
、

自

い
Ｔ

シ

ャ
ツ

と

仮
面
姿
で
玄
関
先
に
座
り
込
み
、

「
解
届
反
対
」

を
違
呼
し
た
。

「
休
刊
で
売
り
上
げ
が
１
割
以

上
落
ち
た
」
。

ル
モ
ン
ド
が
店
頭

か
ら
消
え
た
１７
日
、

パ
リ
申
心
部

の
キ
オ
ス
ク
（
新
聞
販
売
所
）
の

店
主
ダ
ニ
エ
ル
・
マ
リ
ア
ン
さ
ん

（
６１
）
は
嘆
い
た
。

同
紙
の
売
れ
行

き
は
１
日
６０
∫
７０
部
程
度
で
多
く

な
い
が
、

知
識
届
に
人
気
が
あ

り
、

客
は
他
の
雑
誌
も
い
ろ
い
ろ

と
買
っ
て
い
く
。

「
他
の
新
聞
だ

つ
た
ら
こ
こ
ま
で
損
し
な
い
よ
」

と

マ
リ

ア

ン

さ
ん
。

歴
史
的
躍
由
あ
り

「
ス
ト
休
刊
は
歴
史
的
な
出
来

事
。

で
も
そ
れ
は
、

歴
史
的
な
理

由
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
」

と
、

労

組
の
一
つ
仏
民
主
労
働
総
同
盟

（
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
）

代
表
で
政
治
部
記

デ

者
の
ミ
シ
ヱ
ル
・
デ
ル
ベ
ル
グ
さ

ん
（
５６
）
は
説
明
す
る
。

今
回
の
ス
ト
の
直
接
の
理
由
は

経
営
側
が
提
示
し
た
リ
ス
ト
ラ
案

へ
の
抗
議
だ
っ
た
。

案
の
柱
は
記

蒙 轟…一繋１
パリのルモン ド本社前で、 ス トに参加し

て 座 り込 ん だ 社 員 ら＝１７日、 国末 写 す

者
の
４
分
の
１
以
上
に
あ
た
る
８９

人
を
含
む
計
１
２
９
人
の
人
員
削

減
だ
。

自
主
退
杜
を
募
る
だ
け
で

な
く
強
制
解
雇
も
辞
さ
な
い
方

針
。
前
例
の
な
い
措
置
に
杜
員
の

不
安
と
反
発
が
噴
出
し
た
。

も
う
一
つ
の
柱
は
系
列
企
業
の

切
り
捨
て
。

ヌ
ー
ベ
ル
バ
ー
グ
を

生
み
出
し
た
映
画
批
評
誌
「
カ
イ

エ

・

デ
ュ

・

シ
ネ

マ
」

や
、

児
責

書
出
版
大
手
フ
ル
ー
リ
ュ
ス
・
ブ

レ
ス
な
ど
を
売
却
す
る
。

ル
モ
ン

ド
紙
は
、

９４
年
に
就
任
し
た
コ
ロ

ン
バ
ー
二
元
杜
長
が
１３
年
余
に
わ

た
っ
て
出
版
杜
や
地
方
紙
を
買
収

す
る
拡
大
路
線
を
と
っ
た
。

苦
し

い
新
聞
経
営
を
他
の
メ
デ
ィ
ア
の

利
益
で
し
の
ハ」
う
と
す
る
手
法
だ

っ
た
が
、

戦
略
を
転
換
し
た
。

ス
ト
の
背
景
に
は
「
経
営
の
安

定
」
と
「
報
道
の
独
立
」
を
巡
る

長
年
の
労
使
対
立
も
横
た
わ
る
。

第
２
次
大
戦
申
に
新
聞
が
対
独
協

力
政
権
側
に
つ
い
た
反
省
か
ら
、

ル
モ
ン
ド
は
記
者
が
株
を
持
っ
た

り
杜
長
を
選
ん
だ
り
す
る
制
度
を

緯
持
し
て
き
た
。

記
者
側
に
は

「
報
道
の
独
立
こ
そ
が
読
者
の
信

頼
を
得
る
」

と
の
考
え
が
強
い
。

記
者
会
は
経
営
側
の
杜
長
人
事

案
を
拒
否
す
る
権
利
を
今
も
持

つ
。ル

モ
ン
ド
は
昨
春
以
降
、

経
営

の
安
定
化
を
目
指
す
株
主
や
経
営

陣
と
、
増
資
で
外
部
大
株
主
の
影

響
力
が
増
す
の
を
警
戒
す
る
記
者

ら
と
の
間
で
、

深
刻
な
内
紛
に
陥

っ
た
。

こ
の
あ
お
り
で
コ
ロ
ン
バ

ー
二
杜
長
が
事
実
上
解
任
さ
れ
、

後
継
杜
長
も
約
半
年
で
辞
任
。
名

記
者
と
し
て
知
ら
れ
た
專
務
の
フ

ォ
ト
リ
ー
ノ
氏
が
１
月
、

記
者
会

の
後
押
し
で
、
渋
る
株
主
を
説
得

す
る
形
で
杜
長
に
選
ぱ
れ
た
。

だ
が
、
就
任
し
た
途
端
に
今
回

の
リ
ス
ト
ラ
案
が
出
た
。

本
人
は

「
記
者
た
ち
の
気
持
ち
は
わ
か
る

が
、

新
聞
の
独
立
性
を
守
る
に
は

こ
の
改
革
が
必
要
だ
」
と
弁
明
す

る
が
、
記
者
側
か
ら
は

「
裏
切
り

者
」

の
声
も
出
て
い
る
。

部
数
減
続
き
赤
字

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
無
料
紙
の

普
及
と
椙
ま
っ
て
、

仏
で
も
新
聞

発
行
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し

い
。

部
数
減
が
続
く
ル
モ
ン
ド
は

１

部
１

・

３
胆１

（
約
２

１

０
円
）

の
発

行
に

１

・
８
胆
１
か
か

る

と
い

う
。

広
告
収
入
を
加
え
て
も
赤 一隷

蟻
轡

る
だ
け
』
の
今
回
の
案
は
認
め
が

た
い
」
と
話
す
。

ル
モ
ン
ド
で
外
部
資
本
の
導
入

は
８０
∫
９０
年
代
の
経
営
危
機
を
機

に
始
ま
っ
た
。

特
に
、

防
衛
産
業

大
手
ラ
ガ
ル
デ
ー
ル
・
グ
ル
ー
ブ

が
内
部
で
の
影
響
力
拡
大
を
狙
っ

て
い
る
と
記
者
側
は
警
戒
し
て
い

る
。

す
で
に
、
週
刊
紙
ジ
ュ
ル
ナ

ル
・

デ
ュ

・

デ
ィ

マ

ン
シ

ュ

な
ど

が
同
グ
ル
ー
ブ
傘
下
に
、

保
守
系

有
力
紙
フ
ィ
ガ
ロ
な
ど
が
兵
器
産

業
大
手
ダ
ッ
ソ
ー
の
系
列
下
に
置

か
れ
て
い
る
。

仏
で
は
高
い
印
刷
・
配
送
コ
ス

ト
も
深
刻
な
間
題
だ
。

印
刷
会
杜

は
伝
統
的
に
労
組
の
力
が
非
常
に

強
い
。

新
聞
輸
送
も
ほ
ぼ
独
占
状

態
で
割
高
だ
。

だ
が
、

印
刷
・
配

送
企
業
が
ス
ト
を
打
て
ば
新
聞
は

読
者
に
届
か
な
い
た
め
、

新
聞
杜

側
は
批
判
で
き
ず
、

「
完
全
に
タ
一

（
関
係
者
）
。

構

離
一
－
一
配一一

れ
な
カ
っ
た
ケ
ー
ス
は
、

何
度
も
．一

あ

る
。

．

日
本
の
新
聞
杜
で
も
ス
ト
は
あ
る
が
、

日
本
新
聞
労
連

記
者
の
ス
ト
に
よ
る
休
刊
は
極
め
て
珍
し

読者のために

休刊せぬ傾向
い
。

主
な
も
の
は
沖
縄
の
地
元
紙
・
琉
球

新
報
で
沖
縄
復
帰
前
の
６９
年
５
月
１９
日
夕

刊
か
ら
１６
日
間
休
刊
し
た
ケ
ー
ス
ぐ
ら
い

だ
。

編
集
局
の
人
事
が
き
っ
か
け
で
、

機

動
隊
が
出
動
す
る
騒
ぎ
に
な
っ
た
。

日
本
新
聞
労
働
組
合
違
合
（
新
聞
労

違
）

に
よ
る
と
、
日
本
で
は
ス
ト
に
よ
る

休
刊
を
避
け
る
傾
向
が
あ
る
。

読
者
へ
の

影
響
が
大
き
く
、

批
判
も
受
け
る
た
め

だ
。

琉
球
新
報
も
一
時
、
読
者
離
れ
や
、

同
紙
を
扱
う
新
聞
販
売
所
を
や
め
る
と
こ

ろ
が
続
出
し
た
。

日
本
新
聞
協
会
の
資
料
に
よ
れ
ば
、

日

本
の
成
人
－
千
人
あ
た
り
の
新
聞
発
行
部

数
は

６
３

４

・
５

で
、

仏

の
約

３

倍

（
０５

年
）
。

新
聞
労
連
の
田
中
広
喜
書
記
は

「
国
内
の
新
聞
労
組
は
基
本
的
に
、
読
者

や
販
売
店
に
迷
惑
を
か
け
な
い
と
い
う
意

識
が
あ
る
。

ス
ト
に
よ
る
休
刊
は
今
後
も

考
え
に
く
い
」

と
話
す
。

（
小
堀
龍
之
）

』Ｌ－０ 」


